
 

 

 

 

 

 

 

 

 例年に比べ２週間程度遅い「勝間田小学校運動会」が、いよいよ明後日 

（９月３０日）に迫ってきました。どの学年の児童もこの運動会の成功を 

目指して、残暑厳しい中にもかかわらず、一生懸命に練習を重ねてきまし 

た。きっと明後日の本番では、これまでの練習の成果をしっかりと発揮し、 

素晴らしい演技を披露してくれるのではないかと思っています。保護者や 

地域の皆様、どうぞご期待ください。 

 運動会の練習にあたり、勝間田小学校では今年度も、児童の「非認知能力」の育成を意識した取組を

進めてきました。３年生以上では、自分の「非認知能力」について事前に

自己認識を図ったたうえで、各々が目標設定を行いました。その設定した

目標に対して定期的に振り返りを行いながら、最終的に自分の「非認知能

力」がどのくらい伸びたかを再認識させる取組を継続してきています。 

（今年度で４年目となるこの取組については、この夏に出版された左の２

冊の書籍の中でも、「岡山県勝央町立勝間田小学校の取組」として紹介さ

れています。） 

また、今年度は新たに「運動会ノート」を作成し、より細かく振り返りをしたり、足跡を残しやすく

したりなどの工夫を行っています。最終的な再認識まではまだできていませんが、運動会という行事を

通して、一人一人が自己の「非認知能力」をしっかりと高めていけたのではないかと考えています。 

今後も様々な行事や授業等を通して、勝間田小が目指している６つの非認知能力（挑む力・高める力・

粘る力・伝え合う力・認め合う力・支え合う力）を伸ばしていけるよう、努めていきたいと思います。 
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９月初めから、お二人の教育実習生を受け入れて

います。下山先生は、兵庫大学４回生で、養護教諭

になるために本校で４週間の予定で、実習を行って

います。主に保健室や１年１組で、保健室経営や保

健指導の勉強をされています。山下先生は大阪大谷

大学の 3回生です。教諭になるための実習を約 4週

間続けられています。主に３年 2 組を中心として、

様々な教科の学習指導や生徒指導等の勉強を頑張っ

ています。お二人とも、本校の卒業生です。 

お二人の若い先生を迎え入れた子どもたちは大喜

び。学習時間だけでなく、休憩時間にも一緒に楽し

く遊ぶなど、しっかりと交流を深めることができて

います。短い期間ではありますが、お二人の教育実

習生には、教育実習でしか学べない貴重な体験をた

くさん積み重ねていただき、近い将来、教員として

立派に活躍されることを期待しています。 

 

 

9 月１９日（火）をもって、3 年 1 組を

担任していました山本慶次教諭が、一身上の

都合により退職することとなりました。この

ため２０日（水）からは、大久保仁志主幹教

諭が３年１組の担任を務めさせていただい

ています。児童をはじめ保護者の皆様には、

多くのご心配やご迷惑をお掛けすることと

なり、ほんとうに申し訳ありません。今後も

変わらぬご理解とご協力のほど、よろしくお

願い申し上げます。 

 

 

 9 月 21 日（木）～30 日（土）は「秋

の交通安全県民運動」の期間ということで、

保護者や地域の皆様には、 

児童の登下校指導や見守 

り等、たいへんお世話に 

なりました。県民運動の 

期間は終わりますが、今 

後も児童の安全な登下校 

のため、ご協力をよろし 

くお願いします。 

活動写真 活動写真 

勝間田小で目指している６つの「非認知能力」 

１年 ヤクルト和気工 
６年 弥生の里文化財センター 

全国学力・学習状況調査 

 今年度は、理科がありませんでしたので、

国語と算数の２教科のみを６年生が受験し

ました。国語については、全国平均・県平均

の両方を上回る正答率でした。算数について

は、県平均と同等であったものの、全国平均

をやや下回る結果となりました。 

 両教科とも、思考力・判断力・表現力を問

われる「記述式」問題で正答率が低く、無回

答率が高い傾向が見られました。これらの力

を育てていくため、今年度は学校全体で、「書

く力」を育てる研究を進めています。できる

だけ文章を書く機会を増やしながら、自分の

思いや考えを積極的に表現できる児童を増

やしていきたいと考えています。 

岡山県学力・学習状況調査 

3～５年生が、それぞれ国語と算数の 2教

科を受験しました。 

４年生については、国語・算数とも全国や

県の平均をかなり上回っていたため、今後も

この結果を伸ばしていけるよう、しっかり指

導を続けていきたいと考えています。 

３・５年生については、残念ながら国語・

算数とも全国や県の平均を下回り、課題を残

す結果となりました。今後は、今回の調査結

果をしっかりと分析し、それぞれの課題に応

じた指導を継続しながら、基礎基本の徹底や

活用力の向上を図っていきたいと考えてい

ます。※一人一人の個票については、夏の個人懇

談の際に配布をしていますので、ご確認ください。 

４月１８日（火）に実施しました全国学力学習状況調査（６年生）ならびに岡山県学力学習状

況調査（３～５年生）の結果が学校へ返却されましたので、その概要についてお伝えします。 


